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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差(())にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるのの

でで，，ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。

今今後後はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差((θθ  ))にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。θθ  をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるののでで，，

ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。今今後後

はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  
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